
 歯科治療がとても怖いとか、難しい抜歯やインプラント手術など、意識下での処置が困難
な場合、「精神鎮静法」という方法で歯科治療を行うことができます。 
 この方法は、全身麻酔とは違い、患者さんは歯科医師と話をしながら治療をすることも可
能です。 
 完全に目が覚めているわけでもなく、鎮静薬でウトウトした状態で治療を行いますので、
話しかけないと眠ってしまうこともあります。実際に歯科治療に1時間以上かかったとしても、
患者さんはウトウトしているので、数十分で終わったように感じます。 
このように精神鎮静法は歯科治療中の精神的ストレスを軽減する良い方法ですが、当日は空
腹で来院する、車の運転を控えるなど、いくつかの制限もあります。また、通常の歯科治療
の料金に加え、精神鎮静法の料金として、保険診療なら数千円、自費診療なら数万円の料金
が加算されます。 
 この方法は、本学を含め、主に全国の歯学部附属病院や日本歯科麻酔学会の専門医/認定医
のいる病院や歯科医院で受けることが可能です。日本歯科麻酔学会の専門医/認定医は日本歯
科麻酔学会のホームページで確認することができます。 
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